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会
合
に
は
、
野
田
首
相
の
ほ

か
枝
野
幸
男
経
産
相

、
細
野
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12.13面
■社説  民主主義が泣 く/五輪コーチ費問題

■生きる力  「カーネーション」脚本家が語る

回  北島.4大会澤続で五輪ヘ

田  原発周辺に帰宅不能区域検討

東京電力福島第一原発事故で立ち入 りを制限

された警戎区域に、将来も住民が帰宅できない

区域を設けることを平野達男復興相が検討して

いる。帰還六弓能な避難者が出ることをはつき

りさせ、支援策をまとめるねらいだ。 29面

口  義足ランナーがカレンダー

大分出身の義足の女子ランナーが

ロン ドン・パラリンピックをめざ

し、セミヌードカレンダーを発売し

た。出場に必要な資金を得るため、

「自分のすべてをかけた」。30面

に
ま
と
め
た
３０
項
目
の
安
全
対

策
が
わ
か
り
に
く
い
と
の
指
摘

示
す
よ
う
求
め
た
。

政
権

は

ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト

拗
口

原
発
事
故
対
策
３０
項
目

た
意
向
を
踏
ま
え
た
と
み
ら
れ

る

）^会
合

後

、
枝
野
経
産
相

は

一
ド
つ
ま
で
に
結
論
を
出
す
と

い
う
見
通
し
が
立

っ
て
い
る
段

階
で
は
な
い
。

（
安
全
性
が
）

確
認
さ
れ
て
も
地
元
を
は
じ
め

国
民
の

一
定
の
理
解
を
得
る
た

め
に

一
定
の
時
間
は
か
か
る
」

と
記
者
団
に
述
べ
、
再
稼
働
の

判
断
は
当
面
先
送
り
さ
れ
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。

政
権
は
当
初
、
関
係
閣
僚
会

合
で
安
全
性
を
確
認
し
た
後
、

枝
野
経
産
相
が
早
期

に
地
元

を
訪

ね

て
再
稼
働
を
要
請
す

る
段
取
り
を
描
い
て
い
た
。
だ

が

、
隣
接

す
る
京
都
府

や
滋

賀
県
が
現
状
で
の
再
稼
働
に
強

く
反
対

し

て
い
る

こ
と
も
あ

り
、
世
論
の
動
向
を
踏
ま
え
て

セ
ガ
サ
ミ
ー
会
長

宮
崎
市

の
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

・
シ
ー
ガ
イ

ア

・
リ
ゾ
ー
ト
」
の
運
営
会
社

を
買
収
し
た
ゲ
ー
ム

・
パ
チ
ン

コ
機
器
大
手
の
セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
東
京
）
は

３
日
、
家
族
で
楽
し
め
る
高
級

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
再
建
す
る
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
。
閉
鎖
中

の
屋
内
プ
ー
ル

「
オ
ー
シ
ャ
ン

ド
ー
ム
」
は
、
近
く
活
用
案
を
固

め
て
施
設
を
改
修
す
る
。
）
５

オ

ー

シ

（
　
　
Ｌ
）
　
（
ト
ロ
■
ム
Ｆ
‐
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重
薬
首
相
、保
安
院
に
指
示

定
期
点
検
で
停
止
中
の
関
西
電
力
大
飯
原
発
３
、
４
号

機

（
福
井
県
お
お
い
町
）
の
再
稼
働
に
向
け
て
、
野
田
政

権
は
３
日
夜
、
首
相
官
邸
で
関
係
閣
僚
の
初
会
合
を
開
い

た
。
野
田
佳
彦
首
相
は
、
安
全
対
策
の
暫
定
基
準
を
作
る

よ
う
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全

・
保
安
院
に
指
示
。
判
断

を
先
送
り
し
た
。
　
　
　
　
　
▼
３
面
＝
政
権
ジ
レ
ン
マ

点
か
ら
再
稼
働
に
必
要

な
安

全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
判

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
事

故
の
検
証
を
踏
ま
え
、
経
済
産
業

省
原
子
力
安
全

・
保
安
院
は
３

月
、
電
力
会
社
に
求
め
る
対
策
３０

項
目
を
ま
と
め
た

）^
昨
秋
か
ら
専

門
家
の
議
論
を
も
と
に
事
故
の
課

題
を
描
出
．
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
電
気
設
備
や
非
常
用
電
源
の

分
散
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
今

後
の
安
全
規
制
に
反
映
さ
れ
る
。

実
施
済
み
の
対
策
も
多
い
が
、
水

素
爆
発
を
防
ぐ
設
備
な
ど
大
が
か

り
な
工
事
が
必
要
な
中
長
期
の
取

り
組
み
も
迫
ら
れ
る
。
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'71鰤
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）
い
。
備
え
の
た
め
に

″
な
い
」
と
話
す
。

験
で
は
母
に
連
れ
ら
れ

田
部
を
逃
げ
回

っ
た
。

き
る
」
。

富
古
島
の
平
良
港
に
は
、
輸

送
艦
を
見
よ
う
と
記
念
撮
影
に

訪
れ
た
人
の
姿
も
あ

っ
た
。

を
荷
台
に

ク
全
体
を

ャ
ー
ボ
ー

そ
ん
な
華

一く
。
お
や

・る
ぞ
。
で

・は
な
く
て

一昭
和
３２
）

一県
下
関
市

（だ
。

（に
な

っ
た

【復
興
港
祭

大
洋
漁
業

遠
洋
漁
業

好ヽ
景
気
に

いそ
の
活
気

）
っ
た
。

５７

〈
々
が
埋
め

キ
が
立
ち
往

）日
、
山
口
県
下
関
市
で
開
催
さ
れ
た
み
な
と
祭
。
飾

・ド
し
た

一が
鼻
で
し

っ
ぱ
を
つ
か
ん
で
市
偽
を
悠
然
と
歩
い
た

一Ｉ
Ｊ
社
長

一人
喚
間
へ

衆
院
、
計
４
人

工
Ｊ
投
資
顧
問

（
東
京
都

」
）
に
よ
る
年
金
資
産
の

円題
で
、
衆
議
院
財
務
金

戻
会
は
３
日
、
同
社
の
浅

´
社
長
ら
を
証
人
喚
問
す

る
こ
と
を
内
定
し
た
。
同
委
は

す
で
に
参
考
人
質
疑
で
経
緯
な

ど
を
聴
い
て
い
る
が
、
偽
証
罪

を
問
え
る
証
人
喚
間
を
し
て
真

相
解
明
を
進
め
た
い
考
え
だ
。

４
日
に
正
式
決
定
す
る
。

日
程
は
１３
日
を
軸
に
調
整
し

て
い
る
。
浅
川
氏
の
ほ
か
Ａ
Ｉ

Ｊ
の
会
計
担
当
者
の
高
橋
成
子

取
締
役
、
Ａ
工
Ｊ
の
投
資
信
託

生
す
る
ほ
ど
。
シ
ャ
ギ
リ
隊
や

山
車
も
繰
り
出
し
た
。

当
時
、
新
聞
記
者
と
し
て
下

関
に
い
た
作
家
の
古
川
薫
さ
ん

（
８６
）
は
語
る
。

「下
関
の
人
た

ち
は
祭
り
好
き
な
ん
で
す
よ
。

商
人
の
街
だ
か
ら
、
芸
事
も
盛

ん
で
。
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
の

開
通
も
翌
年
に
控
え

て
い
た

し
、
こ
の
頃
が
ピ
ー
ク
だ

っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

壇
ノ
浦
の
合
戦
や
巌
流
島
の

決
闘
の
歴
史
に
、
港
町
の
魚
の

に
お
い
、
海
峡
の
街
の
風
情
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
要
素
を
の
み

こ
ん
だ
み
な
と
祭
は
高
揚
感
に

包
ま
れ
て
…
…
。
人

々
の
笑
顔

が
、
当
時
の
街
の
勢
い
を
映
し

出
し
て
い
る
。

ご感想をお寄せ下さい。〒812・ 8511朝 日新聞「あの日を訪ねて」係 (メ ールはs―Sha

kaDasahi.com)。 写真販売のお問い合わせは朝 日新聞フォトアーカイブ (電話03・

5540。 7683=平 日午前10時～午後 6時  http://photoarchives.asahiocom/)ま で。

イ
几
が
確
老
て
辣
て
た
こ
に
ヮ

ぐ
の
が
当
然
だ
と
、
市
民
は
思

う
の
で
は
。

『
な
ん
で
も
反
対

か
』
と
反
発
さ
れ
て
も
困
る
」

を
販
売
し
て
い
た
ア
イ
テ
ィ
ー

エ
ム
証
券
の
西
村
秀
昭
社
長
、

社
会
保
険
庁
Ｏ
Ｂ
の
年
金
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
基
金
に
Ａ
工
Ｊ

を
紹
介
し
た
と
さ
れ
る
石
山
勲

氏
の
計
４
人
を
呼
ぶ
方
向
だ
。

衆
院
の
証
人
喚
間
は
、
２
０
０

７
年
１０
月
以
来
、
４
年
半
ぶ
り
。

▽
山
口
県
柳
井
市

の
民
芸

品
、
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
ノ
ー
ト
が
、
地
元
の

高
校
選
手
権
で
優
勝
ｃ

５６
年
の
選
抜

大
会
も
制
し
た
。
そ
の
後
、
中
京
大

の
野
球
部
長
と
な
り
、

７０
年
の
全
日

本
大
学
選
手
権
で
初
優
勝
し
た
ほ

か
、
沖
縄
水
産
高
の
監
督
を
務
め
た

故

・
栽
弘
義
さ
ん
ら
多
く
の
指
導
者

を
育
て
た
。

故
上
西
圭
治
さ
ん

（元
大
気
社
社

長
）
の
お
別
れ
の
会
　
１７
日
正
午
か

ら
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
の
２
の

１
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
本
館
５
階

「
コ
ン
コ
ー
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
」

で
。
大
気
社
の
主
催
。
香
典
や
供
花

は
辞
退
し
て
い
る
。

人
や
観
光
客
に
好
評
だ
。
Ｂ
５

判

～
メ
モ
帳

の
４
種
類
が

あ

り
、
各
３
１
５
～
３
６
７
円
。

▽
郷
土
の
歴
史
を
知

っ
て
欲

し
い
と
、
市
内
の
老
舗
文
具
店

「
本
阪
賞
文
堂
」
が
印
刷
会
社

と
協
力
し
、
正
面
か
ら
見
た
顔

を
表
紙
に
、
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん

の
歴
史
を
表
紙
裏
に
書
い
た
。

▽
愛
嬌
あ
る
表
情
に
、
女
子

が

「
こ
れ
ヤ
バ
イ
！
」
と
言
い

な
が
ら
買

っ
て
い
く
そ
う
で
、

半
年
で
３
千
部
が
売
れ
た
。
店

は

「金
魚
は
縁
起
物
。
幸
せ
に

な
れ
る
か
も
」
と
Ｐ
Ｒ
。

カ
ル

［北
九
州
教
室
］

［
福

岡

教

室

］

九
州
工
業
大
学

情
報
工
学

ｉ

二
月

二
十
七
日
永
眠
致
し
ま
‐

謹
ん
で
ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す

(有)木阪賞文堂
長方形


